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森 秀治
要 約
ウサギC一反応性蛋白質を感度良く測定できる酵素免疫測定法を開発した｡本法は,C一反応性蛋
白質が分子内にホスホリルコリンを含有する種々の化合物に対してCa2+依存的な結合活性を示す
ことに基づいており,本法によって0.001Jfg以上のC一反応性蛋白質の検出が可能となった｡固相に
結合させたp-ア ミノフェニルホスホリルコリンへのC-反応性蛋白質の特異的な結合活性は
EDTAやホスホリルコリン誘導体を添加することによって効果的に消失した｡本法は炎症部位での
C一反応性蛋白質の役割を明らかにする上で有効な手段となるものと考えられる｡
(1991年10月23日受理)
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